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ミ

灘 雪雲
宅

寛政元年(1789年)の建築
i篝 …

で，江戸時代中期の豪農住

宅の代表的なものです。

1200坪の広大な敷地には．
おもや

主屋， 白壁・黒板の塀をめ

ぐらした城郭のような長屋
いし､k ･〉〈.､ら

門，そして前蔵衣裳蔵

庭園があります。

森赫公園

癖

韓

蕊，
霞 ､ 寒＃灘鍵鱗

鐸

蕊灘灘驚灘

鶴驚蕊
花貫ふるさと自然公園瞳

驚溌蕊鍵

2緋
フィールドアスレチックや林間広

難鐵鍵騨灘鷺霧鍵蕊議議議蕊

入館無料（立体映像観賞の場合は，

メガネ代が有料）

開館時間午前9時から午後4時

まで（月曜日休館）

連絡は，念24-2331へ

場，萩のトンネル， あずまやなどが

あり， 自然に包まれたなかで遊びが

楽しめます。また，公園内には，昭

和51年に大子町で開かれた第27回全

国植樹祭の時に，先の天皇皇后両陛

漂畷鯛麹函認興図
雪函霊震医

爵

蕊 蕊 鍵謹灘蕊

パネルやQ&Aのケーム，

<紹介します。 また，デイ

制です。

立体映像なと’を通して，花貫の動植物の生態を詳し

キャンプ．場でのバーベキュー用の炉の利用は，予約

下が，お手まきされたスギとイチョ

ウの木があります。

目函飼弱1，画圓廻コース(一巡ｺｰｽ38.5km)

高萩駅畿高戸小浜と万葉の道幾畳工芸美術館誤穂積家住宅と城吐周辺皇;大心苑畿
と名馬里ケ淵器土岳と小滝沢ｷｬﾝプ場期お手まき記念の森畿滝坂広場と滝神社の展望鶚

（森林公園）

八幡宮の森畿KDD茨域衛星通信所畿高萩駅

花貫ダム

安良j l

◎お問い合わせ先：商工観光課冠23－2111内線461
②
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繋縛見学に膝世
” ;； 、 ､ ､ .;､

〃淑鰯齢
本とアメリカ。谷間に展開
き 10月8日峡)から29日(火)ま．

する壮大な野外芸術。
２愚の(3凋匿

ところ常陸太田市から里美村にかけての国道349号沿いの約19キロメート

ル，幅約25キロメートルの周辺と，米国カリフォルニア州， ロサ

ンゼルス郡カーン郡の州間高速5号線沿いの約29キロメートル，

幅約2．5キロメートルの地域

これは， 「術の芸術家」 としても世界に広く知られているクリスト氏に
よる野外芸術作品で， 日本とアメリカで同時に実施されます。アルミニウム

とナイロンを素材とする高さ6メートル，直径8．7メートルの巨大な八角形

の傘が，時には野原全体を覆うような集団状に、 また，一列に並んだりさら

には，不規則な間隔をあけたりしながら配置され, H本側には1,340本の青

色の傘， アメリカ側には1，760本の黄色の傘が使われます。 クリスト氏は，
このアンブレラ・プロジェクトの意図について「両国の2つの谷における生

活様式，季節の色彩と光の類似点及び相違点を反映させようとするものであ
る｡， と述べています侭

常陸太田市パルテイーホール，里

美村民文化センターと現地の見どこ

ろ2か所（町犀，陣場） を結ぶシャ

トルバスが，土， 日曜日，祝日だけ，

午前9時から午後5時の間，随時運

行します。陣場， 中里，町屋には，

自転車（無料） も用意してあります

ので， ご利用ください。

里美村
県道高萩§大子；

。
里美村

◎お問い合わせ先ｸﾘｽﾄ･アンブレラ･インフォメーション･オフィス恋(0294)59-0970

茨城県県北振興課 念(0292)21-8111内線2551

教
》

⑨

夕、ノセ

障 場
(見どころ）

と き 11月24日旧)まで実施中

亀灘 ところ水戸芸術館現代美術ギャラリー

水戸市五軒町1-6-8a(0292)27-81

料金 600円(中学生以下， 65歳以上は無料）

渓谷に巨大なオレンジ色の布を吊した作品「

アレー・カーテン｣(1972年）の模型や写真など

今回の「アンブレラ・プロジェクト」のオリジ

ルドローイング(線画や製図など)を展示します

1 岳
抑

1

灘型
(瓢
・つ/，
一／ ⑨｢ヴァレー･カーテンの全貌

とアンブレラ・プロジェク

トのためのドローイング」

７

ヴ
と
ナ

ー

●中里

忽
垂
鯖
の
滝

○
ョ や

屋

へ

屍
哩
曾
申
）

見
ど
こ
ろ
）

まち

町

国営ひたち海浜公園開園

記念フェスティバル
と き 11月4日(月)まで実施中

休園日 月曜日(月曜日が休日の場合は火曜［

料金大人370円こと＝も 80円

（団体割り引きあり｡）

鬮車場6,000台収容可能（有料）

問い合わせ先国営ひたち海浜公屋|管

センター念(0292)65-9001～90

土･H曜日はもちろんのこと，期間

は，盛りたくさんの催しものでいつぱ

日 ）

。常磐自動車道 那珂l.C
常陸太田市

パルティーホール

言で滝

の駐車場
◎駐車場と特産品販売所

例シャトルバス， （ ）は，片道時間Ｃ

理
胴
中
い

●JR勝田駅より6knl(路線バス有り）

拳

③



布民記んにちは
一

書
←

○

市

的確な運営に努力 高
萩
里
椒
毒
域
一
週
間
前
に
決
ま
る

議
会
日
程

り

鴇

内線議会事務局念23－2111 281

3
砦
陪
畢

高
萩
今
月
、
市
議
会
議
員
の

選
挙
が
あ
り
ま
す
が
。

梅
原
四
年
に
一
度
の
選
挙
で
、

二
十
日
告
示
、
二
七
日
投
票
で

行
わ
れ
ま
す
。
有
権
者
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
の
意

義
や
役
割
を
し
っ
か
り
意
識
し

て
自
覚
を
も
っ
て
投
票
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。

高
萩
議
会
事
務
局
の
主
な
仕

事
は
。

梅
原
庶
務
調
査
係
と
議
事
係

が
あ
り
ま
す
。
庶
務
調
査
係
は
、

議
案
や
請
願
、
陳
情
、
そ
の
他

の
調
査
、
企
画
、
立
案
、
広
報

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
事

係
は
議
会
の
議
事
や
会
議
録
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
事
務
局
は
議
会
の

議員さんは;:定例会や臨時会の

ほかにも1年中,地域の声を間い

たりと，活動していることをはじ

めて知りました。私も，一度は議

会を傍聴してみたいですね。
（
）

運
営
が
的
確
な
判
断
の
も
と
に

進
行
で
き
る
よ
う
、
常
に
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
、
迷
っ
て
い
る
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
私
も
長
い
間
、
野

球
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
審
判

の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
議
会
は
、
年
に
何
回
開

か
れ
る
の
で
す
か
。

梅
原
定
例
会
が
、
三
月
、
六

月
、
九
月
、
一
二
月
の
年
四
回

開
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
必
要

に
応
じ
て
臨
時
会
が
開
か
れ
ま

す
。高
萩
議
会
事
務
局
で
は
、
議

会
前
に
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

梅
原
開
会
前
は
、
開
会
中
よ

り
も
忙
し
い
で
す
ね
。
議
会
の

開
催
は
市
長
が
告
示
し
、
招
集

し
ま
す
。
そ
の
招
集
一
週
間
前

に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
い
て
、

日
程
や
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。
ま

た
、
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
議
案

を
、
一
週
間
前
に
議
員
さ
ん
に

配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
前

に
自
宅
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
で
す
。
ま
た
、
議
会
終
了

後
は
、
議
会
の
内
容
を
記
録
に

と
ど
め
て
お
く
た
め
の
会
議
録

作
成
の
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。 口

市
の
事
業
の

実
施
状
況
を
監
視

高
萩
議
員
さ
ん
の
数
は
。

梅
原
現
在
、
二
十
人
で
す
が
、

こ
れ
は
二
十
市
の
中
で
一
番
少

な
い
人
数
で
す
。

高
萩
た
し
か
人
口
で
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

梅
原
人
口
五
万
人
ま
で
の
市

の
場
合
議
員
定
数
は
、
三
十
人
ま

で
で
す
。
高
萩
市
は
、
昭
和
四
二

年
に
三
十
人
か
ら
二
四
人
に
減

ら
し
、
昭
和
六
二
年
の
前
回
の

選
挙
か
ら
議
会
の
議
決
に
よ
っ

て
二
十
人
に
し
ま
し
た
。

高
萩
議
会
の
し
く
み
と
仕
事

の
流
れ
は
。

梅
原
ま
ず
、
総
務
・
文
教
厚

生
・
経
済
・
建
設
の
四
つ
の
委

員
会
に
分
か
れ
て
審
議
を
し

ま
す
。
そ
れ
を
本
会
議
で
各

委
員
会
の
委
員
長
が
報
告
を
し

て
、
質
疑
、
討
論
し
、
採
決
と

い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
先
ほ
ど
の
議
会
運
営
委

員
会
や
特
別
委
員
会
の
環
境
保

全
対
策
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
そ
う
す
る
と
議
員
さ
ん

は
、
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所

属
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

梅
原
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
議
会
は
、
市
の
事
業
の
実

一
）

蕊
な
じ
も
う
里
韓
詠
に

”
《
高
萩
に
家
を
求
め
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の
た

め
今
も
東
京
に
、
こ
か
月
に
十
日
ほ
ど
が
と
び
と
び
で

す
が
単
身
で
出
か
け
ま
す
。
Ⅱ
高
蕊
は
良
い
と
こ
ろ
だ
と

津
、
、
段
段

思
い
ま
す
。
昔
か
ら
今
も
な
お
海
に
沿
っ
た
街
道
筋
で
、

山
と
海
の
自
然
の
風
景
に
す
ぐ
れ
心
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

》
つ
に
伸
び
て
い
く
の
か
未
知
数
で
す
が
、
諸
産
業
の
誘

致
の
こ
と
、
人
口
の
増
加
の
こ
り
、
観
光
に
対
す
る
整

備
な
ど
楽
し
み
が
あ
り
期
待
さ
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
開
催
も
の
に
好
奇
心
を
持
ち
、
良
く
見

学
に
行
き
ま
す
が
・
年
々
、
増
加
す
る
己
サ
ー
ク
ル
や
参
加

瀞
に
、
市
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
の
が
推
測
で
き
、

私
も
な
じ
ま
な
く
て
は
と
心
に
か
け
て
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
の
育
っ
た
土
地
は
、
高
萩
の
反
対
側
の
日

本
海
に
面
し
た
新
潟
県
村
上
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
周

さ
ん
Ｕ
す
い
め
い

囲
か
ら
隔
離
さ
れ
た
城
下
町
で
、
山
紫
水
明
の
土
地
と

ぼ
し
ん

し
．
て
知
ら
れ
、
戊
辰
戦
争
の
と
き
焼
失
し
た
城
跡
（
お

な
ご
り

城
山
に
石
垣
）
だ
け
が
、
そ
よ
ぐ
松
と
と
も
に
名
残
を
し

麹
ぱ
せ
卦
荒
城
の
月
埠
の
歌
詩
を
陣
ず
さ
む
風
景
で
す
。

圭
族
中
心
の
武
家
町
、
町
人
を
主
・
に
し
た
町
人
町
、
《
当

、

韻

評

、

時
は
小
学
校
な
ど
は
っ
き
り
心
二
分
し
て
教
育
さ
れ
、

同
じ
よ
う
な
家
庭
の
集
合
体
で
教
育
は
や
り
や
す
く
徹

底
し
ま
し
た
が
、
閉
鎖
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
文

化
の
後
退
を
き
た
し
た
の
で
す
。
名
物
や
名
産
に
は
伝

鰯鰯

中
野
菊
夫
さ
ん

（
大
和
町
）

I

率
“
窮
群
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